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防犯のまちづくりに関する協定の締結式

ホールに掲出されているステッカー

ホール従業員を対象にした刺股の使用訓練

選考理由
本事業の特色は、県、県警察本部及び県遊技業防犯

協力会の3者で締結された「防犯のまちづくりに関す
る協定」に基づく多角的な取り組みであり、また、各
店舗の安全対策と延べ2,000人近い従業員の積極的
参加も称賛に値する。公的機関と提携した多様な活動
は社会的信用と認知度の向上にも貢献した。多発する
窃盗事件への啓蒙活動を含めた取り組み、女性の安心
安全ネットワークへの参画、「闇バイト」防止への協
力など、地域社会に根差した取り組みは時代の要請に
応えるものと言えよう。全国各地で展開されている同
様な取り組みの一つのモデルケー
スとして、さらなる発展を期待し
たい。

社会貢献活動審査委員会 
委員長代行

野口 昇氏

埼玉県遊技業協同組合・
埼玉県遊技業防犯協力会

「埼玉県・埼玉県警と連携した地域防犯
活動及び店舗等安全対策の推進」事業

安全・安心な
まちづくりを支える
地域の防犯拠点としての
ホールの確立に向けて

「防犯のまちづくり協定」締結を通じた　
行政・警察との防犯ネットワークの構築

近年、全国的に犯罪発生の指標となる刑法犯認知件

数が増加傾向にあり、埼玉県内においても刑法犯認知件

数が3年連続で増加している。特に住宅侵入窃盗、自動

車盗、自転車盗、特殊詐欺といった生活に密着した犯罪

が多発しており、地域住民の不安が高まっている。

こうした背景を受けて、これまでも様々な防犯活動や社

会貢献活動に取り組んできた埼玉県遊技業協同組合及

び埼玉県遊技業防犯協力会（以下「組合・協力会」）では、

行政・警察と連携して主体的な地域防犯活動に取り組む

ため、埼玉県が推進する「防犯のまちづくりに関する協定」

に賛同し、2024年2月1日、知事公館において、埼玉県知

事及び埼玉県警察本部長と協定を締結した。

この協定締結により、組合・協力会は、防犯活動におけ

る社会的責任を果たすとともに、県や県警から「地域の安

全・安心を担う重要なパートナー」として位置付けられた。

協定事業者として、組合員はもとより、組合員企業や各

遊技業地区組合においても防犯意識の醸成が一層図られ、

各ホールでは協定締結に伴い、オリジナルポスターや防犯

ステッカーを掲出するなど、防犯活動への積極的な参加

姿勢を地域社会に広く周知した。

さらに、各ホールにおいては、子どもの車内事故防止に

向けた巡回活動等を通じて、不審者や犯罪の兆候を察知

した際には、迅速な通報に協力するなど、地域防犯ネットワー

クの一翼を担う重要な役割を果たしている。

地域に根差した防犯意識の向上と　　
防犯拠点としての安全対策強化の推進

県内で増加する自転車盗・自動車盗の犯罪抑止を目的と

して、組合・協力会では県警と連携し、防犯啓発ビラ10万

枚を寄贈するとともに、別途２万枚を各ホールに配分し、お

客様への被害防止に向けた注意喚起活動を推進した。

さらに、全国地域安全運動や年末特別警戒期間には、ダ

イヤル式自転車ロックなどの啓発品を埼玉県、県警本部、

各警察署に寄贈する一方、街頭防犯キャンペーン等への

参加を通じて犯罪被害防止の呼びかけを行うなど、地域の

治安維持にも大きく貢献している。

こうした地域防犯活動に併せて、ホール等の安全対策の

推進も図っており、女性や子どもを取り巻く社会的リスクへ

の対応として、県が主宰する「働く女子の防犯向上委員会」

や「女性の安心安全ネットワーク定期会議」に参画し、最新

の防犯情報や事例を共有する体制を整えるとともに、各ホー

ルには、「安全・安心ネットワーク通信」を定期的に配信し、

従業員やお客様に対してタイムリーな情報提供を行っている。

また、協力会からは、各ホールに対し、強盗等対策用資

器材として刺股を、子どもの車内事故防止資器材として非

常用多機能ハンマーライト等を配分・配置するなど、物理的

な対策を推進した。さらに、緊急時に備え、警察署の指導を

受けてホール従業員を対象に刺股の使用訓練を実施する

ことで、従業員の防犯対応力の向上にも取り組んでいる。

また、県警及び県暴力追放・薬物乱用防止センターの支

援を受けて、2024年11月25日発足した「埼玉県パチンコ・

パチスロ暴力排除推進協議会」では、全組合員企業から

暴力排除に関する誓約書を徴収し、業界全体での暴力排

除意識の更なる高揚を図った。

加えて、県警少年課と連携し、「闇バイト防止」を目的とし

た啓発ポスターの掲出活動にも取り組むなど、地域の“開か

れた安全拠点”としての役割を果たしながら、地域社会に

信頼されるホールの確立に向けて努めている。今後も引き

続き、行政・警察との連携を強化し、安全・安心なまちづくり

の実現に向けた取り組みを推進していく。
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